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株式会社すららネット マーケティンググループ
長野県坂城高等学校 AI教材すらら導入による公立教育の革新

各事業者の取組みと、これまでに見えてきた成果・課題
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学習支援関連ICTの分類＝個別学習教材

授業の効率化
理解の促進
など

・個々の学力・理解度に
応じた学習
・学習習慣の定着化 など

・生徒間の協働
・情報収集・整理
・発信力 など
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基礎学力向上のためのｅラーニングシステム１

学習範囲は、小学校高学年から高校３年生までの「国・数・英」２

カリスマ講師の講義をアニメーション化したわかりやすいレクチャー３

生徒の理解度に合わせた出題と、弱点を復習させるドリル４

「すらら」

レクチャー＝理解 ドリル＝定着
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「すらら」

レクチャー＝理解
・アニメのキャラと声優で楽しく学習

・自分で好きな個所を選んで学習

・教員が指定した個所を学習させる
ことが可能

・小学校から高校の範囲まで網羅
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「すらら」

・解答によって難易度が自動で変化

・弱点単元に自動的に戻して学習

ドリル＝定着

１次方程式

２次方程式

方程式を解く

単位の理解分数の計算

方程式を解く

分数の計算

？？
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地方公立のスタンダード校において

すららによる個別最適化学習を実現することで

英数国の3科目で

3つのことを実現します。
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１．生徒の 「学習生産性・学習効果向上」

→ 授業時間内で、
これまでわからなかったことがわかるようになる

→ 自分のペースで学習を進められるようになる
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１．生徒の 「学習生産性・学習効果向上」

Coach

早い・・・

難しい・・・
簡単すぎる・・・

従来 すららを利用

Teacher

単元A

ゆっくりやろう

単元A

単元A

単元A

単元a

単元B

授業１コマ

復習をしよう

早く進もう
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２．教員の指導生産性の向上

→ マンパワーでは限界があった
コーチングを授業内で多く実施する
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２．教員の指導生産性の向上

ゆっくりやろう

単元A

従来 すららを利用

単元A

ClassA

ClassB

ClassA
＋

ClassB

Teacher

Teacher
Coach

Coach
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３．生徒の学習意欲の向上

→ 「スタディログ」に基づく
教員からの声かけや
「わかる」経験を繰り返すことで、
学習へのモチベーションの向上をはかる
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３．生徒の学習意欲の向上

Coach

Coach

正答率が伸びてる！

しっかり頑張ってるな！

レクチャー

しっかり見ているね！

苦手と判定された箇所

しっかり復習しているね！

自分で勉強いるんだ
な。素晴らしい。

・・・・・・
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これに加えて２つのことを挑戦します。

１．生徒の自主性向上

２．学習ログの共有
→学習情報を先生・保護者・生徒などで共有し

より有効なアプローチを探る

→生徒自身で自ら学習計画を立てて学習を進める
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教科書
学習

すらら

教科書
学習

すらら

教科書
学習

すらら

教科書
学習

すらら

月曜 火曜 水曜 金曜

授業の流れ(例)
１週間

授業
なし

木曜
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授業の様子
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授業の様子
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授業の様子
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株式会社マイナビ 進学情報事業部
地域を学ぶ探求・プロジェクト型学習(PBL)プログラム(with 株式会社トモノカイ)

●坂城高等学校で実施するプログラムのゴール
地元企業での「企業見学会」を通して
❶社会に対する興味・関心を持ち
❷企業が向き合う社会課題を理解し
❸解決に向けて自ら考え・行動できる力を身につけることができるようになる
❹学校での学びの大切さに気づくこと

●プログラムを通して、生徒たちに理解してほしいこと
❶企業はつながっていること(BtoB企業の重要性、視野の拡大)
❷企業が社会課題の解決と向き合っていること(社会課題への意識醸成)
❸課題解決のためにイノベーションの力が必要なこと(思考法、発想法)
❹社会で活躍するために、今の学びが大切であること(社会と学びのつながり)
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●これまでの取り組み
❶坂城高校の先生たちとプログラムの設計
❷企業見学会受け入れ企業との調整
❸プログラム・ワークブックの制作
❹勉強会の実施(教材のすり合わせ、探究学習の研究会)
❺大学生の学習メンターの研修(トモノカイ)

学習メンターの研修風景(トモノカイ)

坂城高校での勉強会風景
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●プログラムの実施スケジュール

11月６日(水) 事前学習①：5・6時限(企業の基本的な役割を理解)

11月13日(水) 事前学習②：5・6時限(PCで、訪問する企業の情報収集)

11月22日(金) 企業見学会(午前午後 合計２社訪問)

11月27日(水) 事後学習①：5・6時限(企業見学会の振り返り)

12月４日(水) 事後学習②：5・6時限(発表準備)

12月18日(水) 事後学習②：5・6時限(発表の練習＆発表)

１月22日(水) 2年就業体験発表会：代表者が参加・発表



クラウド＋LTEによる
「学習に適した安価なICT学習環境」
実現に向けたドコモのチャレンジ

2019年11月

株式会社NTTドコモ 地域協創・ICT推進室
内山 武士
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通信事業

会社紹介

スマートライフ
領域

約7,５00万契約

出典：（社）電気通信事業者協会（2018年3月末現在）

< 国内電話契約数 > <国内シェア >

ソフトバンク
23.5％

KDDI(au)
31.2％

ドコモ

45.3％

協創
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一次産業 スポーツ

モビリティ ヘルスケア

観光・まちづくり 高齢者 FinTech

教育

IoT

5G
STEM

AI

クラウド

ビックデータ

ICTによる社会課題の解決
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教育用コンピュータの変遷

「セルラータブレット × クラウド」での ICT整備

PC教室時代 Wi-Fi端末時代 セルラー端末の躍進

 Wi-Fi端末
 オンプレミス
（一部クラウド）

 光サービス＋Wi-Fi

 セルラータブレット

 クラウドサービス

 Wi-Fi＋セルラー

 デスクトップPC
 オンプレミス

 有線LAN

グループワーク 遠隔授業

安定した通信品質
運用稼働の軽減
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長野県坂城高等学校事業における３つのチャレンジ

「 学 習 に 適 し た 安 価 な I C T 学 習 環 境 」 の 構 築

G Suite
(クラウド）

モバイルネットワーク

1

2

LTE＋クラウドに
よる徹底した

アウトソーシング

学習に適した
安価な端末の導入

パブリッククラウド
による

学習・校務実装
3

校内 自宅
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チャレンジ１：LTE＋クラウドによる徹底したアウトソーシング

運用のアウトソーシングで、現場の管理負担を軽減する

自治体・学校が管理

デスクトップPC + サーバ + Wi-Fi

W i - F i

通信キャリアや
サービス提供者が管理

モバイル端末+ クラウド+ セルラー

セルラー
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【参考】いままでと、これから

いままでの
構築モデル

今回の取り組み

ネットワーク装置 自治体管理 ドコモが管理
-電波調査のみで構築完了-

学習・校務サーバ
（校務は一部に限る）

自治体管理 Googleが管理
-設定のみで構築完了-

端末 自治体管理
自治体管理だが、
設定は数操作で完了
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チャレンジ２：学習に適した安価な端末の導入

必要最低限の機能を具備した端末による
活用可能性を探る

ChromeOS搭載

タッチパネル非搭載
リアカメラ非搭載

徹底的に安価な端末
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【参考】授業風景

タッチパネルなしの端末でも
操作に迷うことなく使い始めることができています
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チャレンジ３：パブリッククラウドによる学習・校務実装

パブリッククラウドを学習場面・校務場面へ
実装していく

セキュリティポリシー
・

運用ルールの整理

学校BPRと
連動した校務の

G Suite実装

授業での
利用促進
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【参考】現運用における課題

現環境との差分は必ず発生します
それを乗り越えるご支援を進めています

既存資産（作成した
オフィスファイル）が
うまく変換できない

既存プリンタが
利用できない そもそもG Suiteを

初めて操作する
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今後の展望

G Suiteの授業内活用推進施策
（授業ワークショップの展開）

同じ予算で1台でも多く導入できるようにするための
更なるブラッシュアップ・遠隔支援の導入

水平展開を目的とした設定のテンプレート化



世 界 に 負 け な い 教 育 I C T の 実 現 を め ざ し て
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